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学位論文題名 

 

Studies on the control of avian influenza and Newcastle disease 

(鳥インフルエンザおよびニューカッスル病の制御に関する研究) 

 

鳥インフルエンザはインフルエンザ Aウイルスに分類される鳥インフルエンザ

ウイルスの感染による伝染性疾病である。その中で、ニワトリに対し高い病原性

を示すウイルスを高病原性鳥インフルエンザウイルス（HPAIV）と呼ぶ。H5亜型の

HPAIVは 1996年に中国で出現して以降、家禽におけるウイルスの封じ込めが世界

的には十分ではなく、現在では野鳥によりウイルスが国境を越えて世界各地に拡

散している。結果として、家禽農場での発生や希少な野鳥への感染が世界各地で

報告されている。一方、家禽における鳥インフルエンザの類症鑑別では、ニュー

カッスル病ウイルス（NDV）の感染によるニューカッスル病が最も重要である。ニ

ューカッスル病に対しては有効なワクチンが普及しているが、衛生レベルの低い

ワクチン非接種農場で散発的に発生が報告されている。鳥インフルエンザやニュ

ーカッスル病の制御には、流行しているウイルスの遺伝子、抗原性、鳥に対する

病原性を解明し、その対策に役立てる必要がある。しかし、発展途上国では十分

なウイルス学的研究が行われていない。そこで本研究では、コンゴ民主共和国で

高病原性鳥インフルエンザが疑われる事例から分離された HPAIVおよび NDVのウ

イルス学的性状を明らかにした。また HPAIVの感染から希少鳥を守るために、ヒ

ト用抗インフルエンザ薬の鳥における治療効果を、ニワトリをモデルとして評価

した。 

第一章では、2017年にコンゴ民主共和国（DRC）の家禽農場で発生した鳥インフ

ルエンザの疑い事例において、その病原体として H5N8亜型の HPAIVを 12株分離

した。遺伝子解析の結果、分離されたウイルスは遺伝子型クレード 2.3.4.4bに分

類され、同時期に他のアフリカ諸国で分離されたウイルスと近縁であった。また

ウイルスの抗原性は本来の H5亜型ウイルスのそれとは大きく異なり、抗原変異が



蓄積されたウイルスであることがわかった。さらに DRC国内での野外例と同様

に、本ウイルスはニワトリとバリケンに対して高い病原性を示した。以上より、

H5N8亜型の HPAIVを原因とする高病原性鳥インフルエンザの発生を確認し、分離

されたウイルスの性状を解析した。これらの成績は、農場における高病原性鳥イ

ンフルエンザの早期発見や実験室における迅速な診断に有用と考えられる。 

第二章では、2018年と 2019年に DRCの家禽農場で発生した鳥インフルエンザの

疑い事例およびその後の追跡調査において、強毒（velogenic）タイプの NDVを 2

株分離した。遺伝子解析の結果、分離ウイルスの 1株が遺伝子型 VII.2、もう 1株

が既存の遺伝子型に分類されない変異ウイルスであることがわかった。また分離

されたウイルスの抗原性は、ワクチン株を含む既報の NDVと類似していることが

わかった。さらに動物試験において、既存のワクチンが今回分離されたウイルス

株に対して有効であることが確認された。これらの成績は、ニューカッスル病の

迅速な診断や農場におけるワクチンによる予防法の改善に有用と考えられる。 

第三章では、HPAIVから希少鳥を守る方法を確立することを目的に、ニワトリを

主なモデル動物としてヒト用抗インフルエンザ治療薬の有効性を評価した。その

結果、評価したペラミビル（ノイラミニダーゼ阻害薬）とバロキサビルマルボキ

シル（キャップ依存性エンドヌクレアーゼ阻害薬）ともにウイルス感染との同時

投与で治療効果を示した。さらに効果の高かったバロキサビルマルボキシルのニ

ワトリにおける最小有効投与量は、感染実験により 2.5 mg/kgであることがわか

った。また 2.5 mg/kgでバロキサビルマルボキシルをニワトリとアヒルに投与し

たところ、抗ウイルス薬活性体の血中濃度に若干の差が認められた。以上より、

希少鳥における HPAIVの感染に対する治療法としてヒト用抗インフルエンザ薬の

有用性が明らかになった。今後、鳥種毎の薬剤の代謝効率や血中動態を考慮した

実践的な研究が希少鳥の治療法確立に必要である。 

以上の結果から、家禽の越境性ウイルス感染症である高病原性鳥インフルエン

ザとニューカッスル病の発生防止に有用なウイルス学的知見をそれぞれ得ること

ができた。さらにニワトリを主なモデル動物として、ヒト用抗インフルエンザ薬

の治療効果を確認し、HPAIVの感染から希少鳥を守るための基礎的知見を得た。以

上の成績は、鳥インフルエンザとニューカッスル病を家禽と野鳥において制御す

るための重要な知見と考えられる。 

よって、審査委員一同は、上記学位論文提出者 オーガスティン シブワブワ タ

ワベラ 氏の学位論文は、北海道大学大学院国際感染症学院規程第 10条の規定に

よる本学院の行う学位論文の審査等に合格と認めた。 

 

 


